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はしがき 

本領域は、「毎日の生活を暮らし、自分の人生を生きる」という人間にとっての最も基本を

支えている精神の機能としての「主体価値」が思春期にどのように形作られ、それにより人

間のウェルビーイングがどう実現されているかを総合人間科学的に解明することを目的と

する。 

思春期（adolescence）は非ヒト霊長類と比べてヒトで際立って長く、大脳新皮質の成熟の

最終段階である。同時に、児童期までの親子関係から、仲間とのより多様な経験で結ばれた

社会関係へと発展する決定的な時期である。そこでの豊かな経験を通じて、実生活のなかで

の長期的行動を無意識的（自動的；潜在的）、意識的（自己制御的；顕在的）に選択する 

行動因である価値は、社会との相互交流のなかでひとりひとりに内在化され、個人化された

主体価値（personalized value）へと発展し、これが人間社会の多様性をもたらす。 

主体価値の特徴として以下の三点に仮説を置き、自然科学と人文社会科学の学融合的なア

プローチにより解明することを目指した。 

〔特徴①〕行動因としての価値：人が生活と人生において内発的・能動的な行動を突き動か

す（commitment）ことの要因としての価値。それは、無意識的で自動的なものと、意識的

で自己制御的なものとが、重層的に重なった構造となっている。 

〔特徴②〕主体化された価値：人一般としての価値としてだけではなく、多様性にもとづい

て個別化されることで個人化・主体化された側面に注目した価値。 

〔特徴③〕形成される価値：そうした価値が、素因と経験にもとづいて人生の経過のなかで

どのように形成されるかを明らかにすることに取り組む。そのうえで重要ではあるがこれ

まで科学の対象となることが乏しかった思春期に焦点を当てる。 
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交付決定額（配分額） 

 合計 直接経費 間接経費 

平成２８年度 
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平成２９年度 
282,490,000 円 217,300,000 円 65,190,000 円 

平成３０年度 
299,260,000 円 230,200,000 円 69,060,000 円 

令和元年度 
286,910,000 円 220,700,000 円 66,210,000 円 

令和 2 年度 
287,170,000 円 220,900,000 円 66,270,000 円 

総計 
1,453,920,000 円 1,118,400,000円 335,520,000 円 
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研究成果 

総括班 X00 領域会議や若手合宿等を通じて領域のコンセプトを共有し、融合的な研究成

果や新たな研究概念の創出に努めた。その結果、主体価値の神経回路基盤について、ヒトと

マウスとで相補的な成果が挙がった(Nature, 2020; iScience, 2021)。従来の脳科学は短期的

な意思決定の脳基盤を扱ってきたが、いわゆる生活習慣といった、中期的な日々の生活行動

についての検討は問題設定すらなされてこなかった。村井らの主体価値―基底生活行動―

脳可塑性のスパイラルモデル研究により、生活習慣病や行動嗜癖などについての社会的、医

学的介入について全く新しい視座をもたらした。領域パネルとしての TTCは 10 代後半（平

均 16 歳）に到達し、新型コロナウイルス感染症流行においてもさまざまな工夫を凝らし高

い追跡率（82%）をキープした。コホートプロファイル論文が Int J Epidemiol 誌に掲載さ

れ、本コホートがアジア初の大規模な思春期コホートとして注目されていることの証とな

った。さらに領域内連携により主体価値測定アプリを開発した  (Iijima et al., Journal of 

Adolescence, 2020)。TTC のサブサンプルにおける MRI 計測データ（pn-TTC）について

もプロファイル論文を発表した。これらの心理・行動・脳計測データリソースは、論文やホ

ームページで周知し、領域内外と共有し多数の連携研究成果につなげた。これらの成果は多

数の英文原著論文、総説、書籍等としてまとめられ、計画班間や公募班と計画班の共同によ

る多数の異分野融合論文を発表した。複合領域にふさわしい、既存の学問分野を超えた連携

が強力に推進された。また、これらの成果を一般に普及するため、東京大学出版会から『人

生行動科学としての思春期学』(2020)を出版した。領域代表者の笠井は、2022 年度からの

新指導要領の高校保健体育教科書の執筆者として、思春期の脳とこころの発達についての

成果を盛り込むことができた。 

国際活動支援班 Y00 国際アドバイザリーボードを組織し、Adolescent Health を国際的に

先導している George Patton 博士、Susan Sawyer博士、UK 1946 コホートをリードしてい

る Marcus Richards博士等との連携により、国際思春期保健に貢献する成果を挙げた。若手

研究者の国際活動支援については、国際思春期保健の国際的リーダーの Melbourne 大学の

Patton & Sawyer 博士や、基底生活行動の脳基盤解明の第一人者である Cambridge 大学の

Trevor Robbins 博士などのもとに長期派遣を行った。これらの 5 名から派遣の成果として

14編の英文論文が発表された。 

研究項目 A01 主体価値の脳基盤解明 

【計画研究】柳下は、主体価値の形成・固定化・保持の脳基盤について、価値保持を担う神

経回路・シナプス機構の動物による検証を行なった。ドーパミンが制御する側坐核での価値

の内在化機序を、マウスを用いて脳スライスから行動実験までにまたがり探索し、ドーパミ

ンが一過性に上昇するとD1 受容体発現細胞（D1 細胞）がシナプス可塑性と汎化的な価値

の学習を行うが、この広がった価値予測が間違っていると D2細胞がドーパミンの一過性低

下を検出してシナプス可塑性と弁別学習を起こすことを明らかにした (Yagishita et al., 

Nature, 2020)。このような実験結果から、ヒトにおいても思春期の発達過程で環境からの



信号により汎化・弁別を繰り返しながら外界の価値を内在化しているのではないかという

新しい価値の内在化モデルを領域に提供した。田中は、主体価値の形成・固定化・保持の脳

基盤について、行動への表れのメカニズムのヒトでの検証を行なった。価値の計算とそれに

基づく行動を測る課題を用いて、そのメカニズムに不調があると考えられる注意欠如多動

症では将来の損失を報酬と同じように割り引くこと、将来の損失の大きさに対する反応が

線条体で低下、扁桃体で増加することを発見した (Tanaka et al., Sci Rep, 2018)。これらの

結果は、辺縁系での価値表現は、動物とヒトで共有されていること、ヒトではそれが行動に

直接結びつく可能性を示唆しており、新しい価値の内在化モデルの提供に繋がった。橋本は、

メタ認知・言語による自己制御が主体価値を調整するメカニズムを明らかにした。自己また

は他者視点から、正または負の価値を表す性格特性を判断する心理課題を開発し、他者視点

のメタ認知に障害をもつ自閉スペクトラム症の fMRI 研究に適用した結果、大脳正中構造を

中心とした機能的結合の異常を見出した(Hashimoto et al., Soc Neurosci, 2016)。 

【公募研究】板橋は、計画班分担者の橋本龍一郎と共に， TTCデータを利用し，父子関係，

母子関係の良さが児童の安静時脳機能結合に児童の生物学的性依存的・非依存的に関連し，

その脳機能結合の結合強度が女児の内向性尺度を予測することを明らかにした(Itahashi et 

al., NeuroImage, 2020) 。 

研究項目 B01 社会・生活における主体価値の動態解明 

【計画研究】村井は、「主体価値-基底生活行動-脳のスパイラル・モデル」の検証を主題に

多数の成果を報告した。例えば、インターネット使用と報酬系に関わる脳のモチベーション

ネットワークとの関連を調べた研究では、健常者においてインターネット使用の程度が高

いほど機能的結合性が強く、ASD 傾向はこの好ましい相関を減弱させる方向に媒介してい

た（Fujiwara et al., Front Hum Neurosci, 2018）。これらの検証を通じ、過剰ではない程度の

生活習慣が、より適切な脳活動と関連しており、その背景には柔軟に自己を律することがで

きる価値観が存在することが示唆された。福田は、脳機能を実際の生活に近い状況で検討で

きる近赤外線スペクトロスコピーNIRS（Song et al., J Clin Exp Neuropsychol, 2020）を用い

て、基底生活行動にともなう脳機能を検討し、主体価値にもとづく意欲や動機づけの脳基盤

を検証した。一方佐藤は、マルチエージェント・シミュレーションを用いて、思春期の主体

価値形成過程における行動規定ルールがどのように創発・変化するのかを分析した結果、協

調的状態を形成しにくい思春期集団が、他者の行動の時系列学習を通じて、他者の主体価値

を繰り返し内在化することで頑健に協調状態を創発可能であることがわかった（Sato et al., 

2017）。 

【公募研究】新井は、思春期児童において糖化ストレス指標である AGEs の高値持続と精

神病様症状の関連を明らかにした（Miyashita et al., npj Schizophr, in press）。また基底生活

行動の視点から、思春期の筋力低下により AGEs が亢進し、精神病発症リスクと関連して

いること見出した。思春期というライフステージにおける糖化ストレス変容が、児童の将来

の健康発達に少なからず影響を及ぼすこと、基底生活行動への介入による糖化ストレス改



善は、心身健康の増進に繋がることが示唆された。 

研究項目 C01 ライフコース疫学による主体価値の思春期形成過程と人生への影響の解明 

【計画研究】東京ティーンコホートに領域内連携により開発した主体価値測定アプリ 

(Iijima et al., Journal of Adolescence, 2020)を実装。これにより従来の測定法よりもバイアス

が少ないデータが得られるようになっただけでなく、価値の優先順位や価値の矛盾率など、

価値形成のプロセスを把握するうえで重要な情報が収集可能となった。TTC の 12 歳、14

歳、16 歳の 3時点縦断解析により、12歳時の自己制御力とロールモデル獲得が相互に影響

を及ぼしながら、14 歳時の主体感覚に影響を与え、さらにその 14 歳の主体感覚が 16 歳の

主体価値・矛盾率に影響を与える可能性が見いだされた。英国出生コホート長期縦断データ

（n=5,362）から、思春期における主体価値と自己制御の相互作用が、老年期のウェルビー

イングを予測することを実証(Yamasaki et al., J Posit Psychol, 2021)。 

川上は、日米比較調査（日米各 516 名、計 1,032 名対象）によって、主体価値に強くコミッ

トした生活を送れている場合、日米ともに心身の健康やウェルビーイングが高く維持され

ていることを見出した。また、思春期の主体的価値形成に与える社会・行動要因については、

時間選好、子供時代の困難な経験（虐待やいじめ）、文化資本が関連すること、また思春期

の主体的価値が成人期の心身の健康（抑うつ・不安、自殺念慮、メタボリックシンドローム

など）、ウェルビーイングおよび生活（結婚・離婚、子供の養育行動など）に影響すること

が明らかとなった(Sasaki et al., Biopsychosoc Med, 2020)。 

【公募研究】安藤は、TTC のデータ分析により、親の援助希求意図が子供の援助希求意図

に影響を与えていることを明らかにした（Ando et al., J Affect Disord, 2018）。藤原は、多様

な地域特性等に配慮した研究を推進し、被災地コホートおよび足立区コホートを追跡し被

災トラウマ、虐待トラウマ、そしてその両方の体験を有した子どもの思春期主体価値形成過

程を検証した（Matsuyama et al, PLoS ONE, 2020）。境は、ひきこもり状態にある人とその

家族、及び引きこもりを経験したことのない人とその家族を対象に調査を行い、経験や立場

の違いによる主体価値の差異を検証した。 

研究項目 D01 思春期からの主体価値の発展過程解明 

【計画研究】主体価値の総合人間科学的な概念構成について、笠井らは、主体価値の不調か

らの回復に関して、英国ノッティンガム大学の Mike Slade教授との密接な連携により、日

本人においても英国のパーソナルリカバリー概念が概ね当てはまることを示した

（Kanehara et al., BMC Psychiatry, 2017）。一方で、日本人特有の他者とのつながり、社会

的規範からの解放などが回復に重要であることを見出した（Kanehara et al., BMC Psychiatry, 

in revision）。能智ら（2016, 2018, 2020）は、脳損傷後失語症、先天性視覚障害児、思春期

後期の受傷アスリートからナラティブ・データを収集し、質的分析を行なった。その結果、

「主体価値」や「リカバリー」が決して個体内だけで発生・達成されるものではなく、社会

的・対人関係的な文脈に規定されながら持続的に変化することが明らかとなった。荒牧らは、

語りの情報から主体価値の定量的解析を行うための当事者研究エピソードバンクや日本語



感情表現辞書 JIWC などの開発を行なった。岡本は、主体価値に沿った生活行動の拡大と、

主体価値に沿わない生活行動（回避・反すう）の減少を目的とした行動変容プログラムを作

成し、思春期後期うつに対して実施した。その結果、介入前後で価値に沿った行動が増加し、

行動に対する報酬知覚が増大し、結果としてうつ症状が有意に減少したことを明らかにし

た。また、この効果は介入後 1年たっても持続していることを示し、主体価値に基づく行動

変容がうつからの回復に効果があることを示した（Takagaki et al., Int J Cogn Ther, 2021）。

笠井と文東は、主体価値の発展過程や不調からの回復過程の脳・分子基盤について、pn-TTC

研究や精神疾患を対象とした研究から統合的に明らかにした（Okada et al., Neuroimage, 

2020b; Bundo et al., Mol Psychiatry, in press）。 

【公募研究】大武らは、テーマに沿った話題と写真を使って話し手と聞き手が交互にグルー

プ会話する共想法を支援するシステムを開発し（Otake-Matsuura et al., Front Robot AI, 

2021）、計画班能智との連携により、共想法形式の会話データから主体価値を推定する手法

を開発した（Otake, Nochi et al., 2018）。 

小池は、思春期に社会価値が個人に内在化する機構として精神疾患へのスティグマに着目

し、親の精神疾患へのスティグマが、スティグマ軽減介入効果に影響を与えることを明らか

にした（Ojio, Koike et al., Psychiatry Clin Neurosci, 2020）。高橋史は、主体価値形成を支援

する学校教育プログラムを開発し、その効果を検証する論文を発表した（J Contextual Behav 

Sci, 2020）。 

 


